
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月23日、24日に本校弓道場で行われた平

成27年度和歌山県高等学校弓道新人大会女子個 

人の部で本校２年山本妃可留（ひかる）さんが優 

勝、近畿大会、全国大会への出場が決定しました。 

日頃の地道な鍛錬の成果を遺憾なく発揮し、計11 

射で予選を通過した山本さんは、決勝で紀央館高 

校１年の生駒佳永さんとの息詰まる「射詰競射」 

を制して見事に優勝、女子個人戦参加77名の頂 

点に立ちました。また本校弓道部からは22年ぶり 

の全国大会出場という快挙を成し遂げました。山本 

さんは11月23日に兵庫県姫路市で開催される第24 

回近畿高校弓道選抜大会、ならびに12月24日～26 

日、栃木県宇都宮市で開催される第34回全国高校弓道 

選抜大会へと駒を進めます。近畿や全国の強豪達とハ゗ 

レベルな射を競い合う中でのさらなる活躍に期待したいと 

思います。見事に全国大会という金的を射止めた山本さんに、 

大会に向けての意気込みなどをまとめてもらいました。 

 
○弓道をはじめたきっかけは？ 

―小学生の頃にテレビで見たことがあって、弓を引 

いている姿がかっこよくて自分もやってみたいと 

思ったからです。 

○弓道の楽しさ、魅力とは？ 

―弓道をやる前は、簡単そうに見えていたので、実際にやってみると難しかった 

です。最初はぜんぜん的に中（あた）らなくて楽しくなかったんですが、毎日練

習をして少しずつ中るようになって、弓道は楽しいと思いました。 

○全国大会へ向けてのいきごみ、抱負などお願いします。 

―あまり自信はないのですが、上位に入れるようにがんばります。次の大会では、 

後輩達にも優勝してもらいたいです。 

 

 

弓道部両顧問（近藤

亜先生、山本先生）
と共に記念の一枚。 

22 年ぶりの全国大
会出場で部の歴史を

塗り替えた山本さん 

全
国
射
止
め
た 

妃
可
留
の
矢 

本館事務室前に今月展示されたのは
3 年１組・東 佳那さん揮毛の書道作
品。題材は日本を代表する女性詩人・
茨木のり子さんの詩「自分の感受性く

らい」です。東さんが筆に乗せたこの
詩の厳しくも清らかに魂を揺さぶる
メッセージを、ぜひ実際に鑑賞するこ
とで受け止めて下さい。 



 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みくまの支援学校の生徒さん 

たちも交じって計約100名の 

生徒が6班に分かれ段ボール 

とクリップを用いてパーテー 

ション組立にチャレンジ。パ 

ーテーションとはシンプルな 

がら災害避難時にプラ゗バシーを保護するための大切な間仕切り。事後

に撤収練習も行いました。その後はさらに３つの小グループに分かれ、

応急手当班ではレジ袋を活用した三角巾作りを、心肺蘇生法班ではレサ

シゕンを用いた人工呼吸と胸骨圧迫を、搬送訓練班では竹竿と 

毛布を用いた簡易担架での搬送練習をそれぞれ行いました。  

 

佐野地区の方々、本校教員、生徒が交じって５グループに分かれ、ワー

クショップ形式で緊急避難時における避難所の運営をシミュレーショ

ン体験しました。次々と提示される避難者カードの情報をもとに、その

状況や要望を即座に判断しつつ避難所である体育館内外の適切な場所

へ避難者や支援物資等を配置したり対応したりする術を学びました。各

班とも頭を悩ませながらも運 

営を疑似体験しながら、避難 

所運営において自分たちにで 

きることを具体的に知る 

という目標を達成で 

きたようです。  

 

 

 

育友会の皆様にお手伝いをい 

ただき、調理実習室にてゕルフゔ化米の炊き出しを行いました。味はカ

レー、チキンラ゗ス、山菜おこわ、わかめごはんの 4 種類。防災スク

ール参加者分をパック詰めし、駐車場に設営したテントにて参加者にペ

ットボトルのミネラル水とともに配付しました。生徒達はその後の昼休

みに全員が配付されたゕルフゔ化米をホームルーム教室で試食、ちなみ

に一番人気は今年もやっぱりカレー味でした。  

 

 

 

本年度から新たに導入された班別ハザードマップ作成。総合学科

棟・「悠久館」横の実習棟にて20名が5班に分かれ活動を行いました。

新宮市をまず５地区に分け、それぞれ等高線の描かれた拡大白地図を用 

いて、７ｍ級の津波による浸水 

区域を青ペンで、１４ｍ級によ 

る区域を赤ペンで色分けしつつ 

詳細なマップを作成。まとめと 

して各地区ごとの最適な避難場 

所を提示するといった班ごとの 

考察を発表しあいました。  

 

 

 

 

10 月 29 日（木）、本年度の和歌山

県高校生防災スクールを本校にて実施

しました。本校からは1年生150名、

みくまの支援学校より生徒5名、地元佐

野地区より本校学校評議委員である前

田様はじめ10名、育友会より４名の参

加をいただきました。 

全体会での開校式に続いて、参加者は

以下の４班に分かれそれぞれが精力的

に活動、訓練に取り組みました。 

 

 

進行方向は足側で。 

肘を伸ばして強く
速く絶え間なく。 

袋の両サイ
ドをカット。 

非常時のライフ
ラインの起点 

今や備蓄食の
定番α化米。 

想定に想定を重

ねた備えを。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月28日（水）、地域文化系列2年生16名が、世界遺

産センター主催の次世代育成事業「道普請」に参加しました。

「道普請」とは道路の新設や改修を行うという意味ですが、

平成16年に熊野古道が「紀伊山地の霊場と参詣道」の一部

として世界遺産に登録されて以来、次世代に良好な状態で資 

産を継承していくために同センターが推進し 

ている環境保全活動です。本校は同センター 

が「道普請」事業を開始した当初より継続 

してこの活動に毎年参加させても 

らっています。            

この日バスで本宮 

町の世界遺産セン 

ターに移動した一 

行は、まず熊野参 

詣道中辺路にて他 

団体さんと共同で約 

2トンの土入れ作業を 

行いました。その後は昼食をはさんで 

約1時間半の古道ウォークを行い、まと 

めとして同センターにおいて、本校でも教 

鞭を執られたことのある大濱先生を講師に、

世界遺産入門講座を受講、歴史や意義などを学び世界遺産に

ついての見識を深めました。熊野古道を自分たちの頭で学

び、自分たちの足で歩き、自分たちの手で守ることで、この

身近にある貴重な遺産を次の世代に確実に残してゆかなけ

ればならないことを改めて体感できる一日となりました。 

 

 

11月17日、JR紀伊佐野駅にて本年度2回目の 

「マナーゕップキャンペーン」が実施され、本校か 

ら生徒会役員、バレーボール部、水泳部合わせて 

15人が参加し、JR職員、警察、青少年センター、 

地域の方々等と合同で駅を利用している通学生 

徒達に啓発用ポケットテゖッシュを配布しな 

がら、駅構内の美化や乗車マナーの向上を 

元気よく呼びかけました。生徒たち自身が 

最寄り駅としての佐野駅やJRの利用マ 

ナーの向上に向け取り組める貴重な機 

会として、このプキャンペーンに今後 

も精力的に協力していきたいと思います。 

 

本年度募集の「税に関する高校生の作文」で、全 497 作品の中から

本校３年１組畑中悠里さんが見事に「新宮税務署長賞」を受賞。11 月

19 日には新宮税務署より土江稔生署長が来校され校長室にて表彰式が

行われました。 

 作文で畑中さんは、なにげなく見ていたテレビのニュースから「児童

扶養手当」の使われ方に注目する中で「税金」に対する自分の考え方が

劇的に変化したエピソードをしっかりした文体と筆致で表現。表彰式で

は土江署長からも自分自身を振り返りつつしっかりと「税」について考

察ができているとのお褒めの言葉をいただきました。授賞式後の報道各

社からの゗ンタビューでは、「文芸部の活動や国語の授業を通してしっ

かりと文章表現を意識してきたのでそれが評価されてうれしいです。

『税』についてはこれからも自分自身の問題として考えていきたいで

す」と笑顔で語っていました。以下に作品の全文を掲載します。 

 

●表彰式後、土江新宮税務署長（左）、

永石校長（右）とともに記念撮影。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期のビッグイベント、体育祭・文化祭も盛況のうちに終了。各自でしっかり

切り替えを行い、締めくくりとしての学期末テストを力強く乗り切りましょう。 

日 曜 行　　事 備　考 日 曜 行　　事 備　考

1 火 16 水 JR乗車マナー講座2限

2 水 17 木 1年「産業社会と人間」講演5限

3 木 18 金 午前中授業（40分×４限）

4 金 19 土

5 土 20 日

6 日 21 月 40分×6限　午後保護者面談①

7 月 22 火 40分×6限　午後保護者面談②　●図書館一般開放日

8 火 23 水 天皇誕生日

9 水 　　　LHRいじめゕンケート　●図書館一般開放日 24 木 40分×3限、4限清掃・終業式・HR　午後保護者面談③

10 木 LHR　Q-Uテスト（１､２年） 25 金

11 金 26 土

12 土 27 日

13 日 28 月

14 月 29 火

15 火 1年薬物乱用防止講話5限 30 水

31 木

2

学
期
期
末
考
査

よみかたりボラ
ンテゖゕ（午前）

よみかたりボラ
ンテゖゕ（午後）

「
私
と
母
子
手
当
て
」 

 
 

私
は
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
報
道

さ
れ
て
い
る
通
り
、
削
減
で
き
る

税
金
や
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い

る
備
品
や
無
駄
に
広
い
公
務
員

の
社
宅
な
ど
は
ど
ん
ど
ん
と
削

減
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

私
の
家
庭
は
母
と
私
と
姉
の

三
人
暮
ら
し
で
す
。
母
は
美
容
師

で
生
計
を
立
て
て
く
れ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
は
、
父
が
い
な
く

て
も
余
裕
が
な
く
て
も
、
三
人
で

人
並
み
な
暮
ら
し
が
で
い
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ

で
流
れ
て
い
る
の
を
な
に
げ
な

く
見
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
子

ど
も
手
当
て
、
母
子
手
当
て
削
減

す
べ
き
な
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
番
組
で
し
た
。
私
は
初
め
て
見

る
言
葉
に
視
線
を
向
け
て
少
し

考
え
な
が
ら
流
れ
て
い
く
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
と
同
じ
状
況
の
人
た
ち

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
リ
ポ
ー
タ
ー

か
ら
「
母
子
手
当
て
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
て
、

自
分
の
考
え
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。「
母
子
手
当
て
」。
そ
の
意
味

は
ぼ
ん
や
り
と
わ
か
る
よ
う
な

言
葉
で
す
。
調
べ
て
み
る
と
、
正

式
名
は
「
児
童
扶
養
手
当
」
と
い

う
制
度
で
し
た
。
内
容
を
見
て
み

る
と
、
厚
生
労
働
省
が
担
当
し
て

い
る
も
の
で
、
両
親
が
離
婚
し
た

り
、
父
親
が
死
亡
し
た
り
と
い
う

条
件
の
場
合
に
四
月
、
八
月
、
十

二
月
の
い
ず
れ
か
の
月
に
最
大

で
四
万
円
弱
の
援
助
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
主
な
内
容

で
し
た
。 

 
 

           

私
の
両
親
は
離
婚
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
自

分
も
こ
の
制
度
を
受
け
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
す
ぐ
に
母
に
聞
い
て
み

る
と
、「
知
ら
な
か
っ
た
の
？
」

と
驚
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
ま
ま
ま
た
テ
レ
ビ
の
前

ま
で
ぼ
う
っ
と
し
な
が
ら
行
っ

て
ま
た
流
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見

ま
し
た
。
ま
だ
母
子
手
当
の
話
を

し
て
い
て
、
勝
ち
気
そ
う
な
女
性

議
員
が
「
母
子
手
当
は
削
減
す
る

べ
き
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
今
ま
で
こ
の
女
性
議
員

の
立
場
に
立
っ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。
い
ら
な
い
も
の
を
捨
て
る

の
は
当
た
り
前
だ
と
堂
々
と
言

え
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
今
は
そ

う
言
え
な
く
な
っ
て
、
急
に
私
は

女
性
議
員
に
問
い
詰
め
ら
れ
る

立
場
に
な
っ
た
思
い
で
、
自
分
で

も
う
少
し
調
べ
て
み
よ
う
と  

思
い
ま
し
た
。 

「
母
子
手
当
て
」
に
は
十
八
歳

ま
で
医
療
費
の
免
除
や
所
得
税

な
ど
の
減
免
、
国
民
健
康
保
険
の

免
除
な
ど
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
援
助
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ

の
制
度
の
お
か
げ
で
人
並
み
の

生
活
が
で
き
て
い
る
と
思
う
と

誰
か
に
申
し
訳
な
く
な
っ
て
、
友

人
と
遊
ぶ
も
複
雑
な
気
持
ち
に

な
り
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
、

だ
か
ら
こ
そ
物
を
大
切
に
し
よ

う
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
税
金
は

私
た
ち
の
よ
う
に
必
要
と
し
て

い
る
人
に
必
要
な
分
だ
け
援
助

さ
れ
る
べ
き
だ
と
前
を
向
い
て

言
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私

は
あ
と
少
し
で
税
金
を
払
う
側

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
忘

れ
ず
に
払
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

しんぐう今昔まつりの゗ベントの一環とし

て、本校建設技術部が本校所有の川原家を舟町

の川原にて復元展示を行いました。このあたり

はかつての川原町で、たびたび起こる洪水の時

には家をたたんで避難し、水が引くと家を建て

るという組み立て式の家屋に居住していまし

た。時代の趨勢とともに川原家は消滅していき

ましたが、伝統文化の継承のために本校では工

業科の授業の教材として用いたり、建設技術部

が文化祭で毎年校内に展示したりしています。 


